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団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 地域防災活動 決算額

視点

事業名 郷土学習と遺跡・史跡の顕彰と整備 決算額

視点

事業名 地域産品・交流創出事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

○

◎

○

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

①地域防災力の向上を目指し、地域防災の進め方・考え方をテーマにワークショップや
研修視察を実施することで地域防災に対する学習が進みました。
   今後は、災害時における自助の知識をまず各人がしっかり身に着け、そのうえで自主
防災組織によって互いに助け合う共助もできる地域づくりを目指し、嘉川地域の防災活
動を推進します。

②平成22年度から実施した地域内の遺跡・史跡の発掘整備も４年を経過して、後世に伝
える資料作成と標柱建植作業を各地区の協力で完了することができ、また、それらをまと
めた史跡ルートマップが完成しました。
　地域の子ども達が身近な遺跡、史跡に触れる機会を得て、往時の人の営みから「点」を
知り、「線」を悟り「面」につながる、嘉川の歴史を感じる資料として、今後は、記録写真も
取りまとめた冊子の発刊をおこないます。

③嘉川地域の地域産品創出を目指し、酒作りを通じたイベント、交流活動を実施すること
で、嘉川の酒の認知度が地域内で向上するとともに、地域外へのPRにもなりました。
　今後も　地域産品や交流機会の創出や掘り起こしをイベント等を通じ取組みます。
　

嘉川自治連合会（嘉川地域づくり協議会）

検証（成果、来年度以降への改善点等）

①

地域文化の伝承と豊かな文化教養を育む風土づくりを推進します。

555,525

地域産品の創出と産業・交流の促進により地域の活性化を推進します。

282,010

調和の取れた地域の発展と住みよい嘉川の創出、並びに文化教養の向上による地域づくりの推進

②

③

安心・安全な地域づくりを推進します。

531,898
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４　総括

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

　５年計画で２６の地域づくり計画を立て４年次を終えました。この事業は地域全体から参加しても
らったもの、協議会３５名の執行役員によったもの、有志の自由参加によって委員会を作って行った
もの等がありますが、いずれも住民の方々の意欲的な取り組みを得て、その目的をおおむね遂行す
ることができました。

（事務員等の雇用人数）　事務局長1人、事務局員2人
（運営費の主な内容）　事務局人件費、事務費
（成果・評価）年間を通じて滞りなく事務局運営を行いました。
（今後に向けて）
よりスムーズに事務局運営を行うため、体制を強化していきます。

事業概要

4,281,721

地域づくり協議会広報

415,800

（実施内容）
　地域づくり協議会に関する各種の情報の提供と地域内団体の紹介として広報紙を２
回発行し全戸配布しました。
（実施時期）
　広報紙発行　平成25年9月、平成26年3月
　委員会　平成25年7月2日、8月6日、8月20日、平成26年1月28日、2月17日、3月3
日、3月11日
（参加人数）
　事務局、広報委：延べ51人　　　原稿執筆者：延べ29人
（成果）
　地域づくり協議会や地域内団体の活動を紹介し、活動への理解を深める事ができ
ました。
　寄稿文、施設紹介、地域活動を掲載し、紙面に変化を持たせました。
（評価）
　嘉川地域づくり協議会の活動の中で、特に防災や子育て支援における学校と地域
との連携について重点的に取り上げ紹介することができて良かったです。
　また、住民からの投稿や多様な活動を掲載することによって、幅広い取り組みを紹
介することができたと考えます。
（今後に向けて）
　地域住民が関心の高い記事や情報を的確に収集し、鮮度よく分かりやすく提供す
ることを目標にします。また、広報委員を幅広い世代で構成していきたいと考えます。
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

あいさつ運動の推進

115,500

（実施内容）
　小、中学校生徒を対象に、交通立哨、見守り活動等の場を活用し、あいさつ運動を
行いました。
　平成24年度に実施したアンケート結果を踏まえ、地域全域にあいさつ運動が浸透
するように「あいさつ運動推進地域」の幟を作成し、自治会、小中学校、JR駅等に設
置しました。
（実施時期）
　あいさつ運動　　常時
　幟作成　　　　　　7月
　委員会　　　　　　平成25年6月17日、8月27日、平成26年3月11日
（参加人数）
　事務局、社会部会員　延べ12人、自治会等　54人
（成果）
　地域内の多くの人が利用する施設に幟を立てることができました。
（評価）
　幟のデザインはとても目につきやすく、地域住民に「あいさつ運動」をアピールする
ことができ、自分から挨拶する人が増加しています。
（今後にむけて）
　あいさつ運動の活性化に向けて、幟の設置箇所を増やしていきます。

郷土学習と遺跡・史跡の顕彰と整備

555,525

（実施内容）
　平成22年度から実施した地域内の遺跡・史跡の発掘整備も４年を経過して、後世に
伝える資料作成と標柱建植作業を各地区の協力で行うことができました。
　今年度はそれらをまとめたルートとポイントを１枚のマップにまとめました。
（実施時期）
　7月より各ポイント付近の路地地図作りとルートづくりに取り組みました。
　9月よりポイント紹介記事を作成しました。
（参加人数）
　建植作業　　自治会、子ども会　25人
　調整会議　　延べ34人
(成果）
　史跡ルートマップが完成しました。
（評価）
　地域の子ども達が身近な遺跡、史跡に触れる機会を得て、往時の人の営みから
「点」を知り、「線」を悟り「面」につながる、嘉川の歴史を感じる資料を作ることができま
した。
（今後に向けて）
　地域郷土史家の指導と助言を得て、記録写真も取りまとめた冊子の発刊をおこない
ます。
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

食生活改善と推進

50,665

（実施内容）
　中学生料理教室：食育と地産地消の学習として米粉を利用したパンを使った弁当
作りをしました。
　いきいきサロン：酒粕を利用した炊き込みごはんを紹介しました。
　米粉の料理教室や嘉川の海苔鍋の試作を行いました。
（実施時期）　中学生料理教室　　　　　平成25年8月19日
　　　　　　　　　上中野いきいきサロン　平成25年6月13日
　　　　　　　　　下中野いきいきサロン　平成25年9月15日
　　　　　　　　　米粉料理教室　　　　　　平成25年10月15日
　　　　　　　　　米粉パンづくり　　　　　　平成25年7月30日
　　　　　　　　　嘉川海苔鍋試作　　　　　随時実施
（参加人数）
　132人
（成果）
　地産地消と食の安全、安心について情報発信する機会を設けることができました。
　嘉川の食材を利用した料理の試作や紹介をすることができました。
（評価）
　地産地消への関心や食の安全、安心についての理解を高めることができたと思いま
す。
（今後に向けて）
　地元の食材を利用した料理を広めていき、食育、地産地消、食の安全・安心を推進
していきます。

事業概要

登山コース、ハイキングコースの標示と整備

53,970

(実施内容)
　禅定寺山の登山道・山頂の草刈りや倒木処理などの補修及び一部標識の設置など
の作業を昨年に引続き実施しました。
(実施時期)
　平成25年11月24日
(参加人数)
　地域有志ボランティアほか34名
(成果)
　地域の有志が協力して登山道の整備に「共同作業」として取り組むことによって一体
感が醸成されるとともに新たな地域の自然資源ができました。
(評価)
　数年に渡る登山道の整備によりルートも安定してきたので、今後さらに、登山の利
用、活性化が期待されます。
(今後に向けて)
　禅定寺山や御伊勢山は、嘉川を代表する山であるという認識をさらに地域に広める
とともに、地域の活性化さらには地域住民の健康増進を図るうえからも今後とも登山
活動の普及、推進に努めます。
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事業名

事業費

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

40,000

（実施内容）
　各サロンの活動の充実のため、講座の講師料やイベントの経費の支援をしました。
（実施時期）
　各サロンの活動への講師料等の支援　7月から3月
（参加人数）
　サロン活動：約1,200人
　　　　（6地区の活動は年6回から12回、各サロン1回に20人から30人）
（成果）
　活動が計画的に実施されるようになりました。また、地域の高齢者を中心に住民同
士のつながりが生まれました。
（評価）
　サロンの活動の充実に貢献できました。
(今後に向けて）
　サロン数の減少もあり、世話人の養成が課題となっています。
　また、各自治会の取り組みが大切になると考えます。

盆踊り

事業概要

事業概要

32,400

(実施内容)
　嘉川文化祭において実施すべく準備を進めていたが、当日雨天のため残念ながら
実施できませんでした。
　購入物品　　　手拭　　１２０本　　　@１５０円

(今後に向けて)
　山口県内は無論のことこの嘉川で１５０年近くも踊り続けられている由緒ある「白川踊
り」の継承と活性化を図るとともに世代間の交流と地域住民の一体感の醸成に努めま
す。

見守りグループ活動

0

（実施内容）
　見守り活動を活発にするため条件整備について議論を重ねました。
（実施時期）
　年間を通じて随時

生き生きサロン活動の充実
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

100,000

（実施内容）
①単位老人クラブ（8クラブ）のスポーツの集いに支援をしました。
②嘉老連主催の地域の高齢者に呼びかけたスポーツの集いへ支援をしました。
（実施時期）
①　各単位クラブの実情に合わせて実施
②　11月23日(カローリング)、12月5日（グランドゴルフ）
（参加人数）
　　①３00人　　②カローリング40人、グランドゴルフ35人
（成果）
　軽スポーツを楽しむことを通じて、会員同士のつながりや親睦を深める事ができまし
た。
（評価）
　高齢者に喜ばれる事業として定着してきました。
（今後に向けて）
　高齢者のスポーツによる交流を促進します。また、老人クラブ加入を促す事業として
実施継続します。

40,000

（実施内容）
　嘉川の子育て支援組織が協力して実施する｢いのちの学習」として中学生と乳幼
児、その母親との交流する「ちびっ子大集合」を実施しました。
（実施時期）
　ちびっ子大集合　　　平成25年11月から12月に３回実施
（参加人数）
　ちびっ子大集合　川西中学校2年生全員と乳幼児、保護者、スタッフ
　　　　　　　　　　　　約100人/回
（成果）
　中学生がふれあいや交流を通して、いのちの大切さということについて自分の思い
を深めてくれました。
　乳幼児と母親の参加が増えました。
（評価）
　「いのちの学習」も12年間継続しています。今年も改めて子育て支援組織の活動を
継続することの大切さを確認することができました。
（今後に向けて）
　地域独自の活動として一層の充実と深化を目指すとともに、子育て支援組織の充実
に努めます。

高齢者活動の推進

子育て支援組織活動と支援
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

（実施内容）　今年度は事業を実施していません。

ボランティア活動の研修と推進

60,161

（実施内容）
　中、高校生ボランティア組織「きずな」の活動推進のため必要物品を作成しました。
　ボランティアグループ「みおつくしの会」の高齢者慰問活動を支援しました。
（実施時期）
活　動　平成24年4月から平成25年3月
（参加人数）
　きずなの活動：延べ300人　スタッフ：延べ200人
　みおつくしの活動：述べ200人
（成果）
　「きずな」の会員が地域の行事へ積極的に参加するようになりました。
　「みおつくしの会」の活動も福祉員等の関係者も巻き込んで活発に行われました。
（評価）
　ボランティア組織の活動活性化に貢献できました。
（今後に向けて）
　ボランティア活動の活性化と後継者づくりに努めていきます。

200,000

（実施内容）
　地域の子どもから高齢者までのスポーツを楽しむ環境づくりとしてペタンク一式を購
入しました。
（実施時期）
　随時、地域の団体や住民組織の希望に応じ用具を貸し出しました。
（参加人数）
　地域の老人クラブや子ども会等を含めて各組織から多数の利用（延べ約700人）
（成果）
　高齢者や子ども、障害者等、誰でも楽しむ事ができるスポーツで、多くの人に楽しん
でもらえました。
（評価）
　スポーツを通してのつながり作りや健康づくりに十分役立ったと思います。
（今後に向けて）
　地域の多くの方にスポーツの楽しさを伝えていきます。

福祉活動計画見直しと重点計画

0

事業概要

生涯スポーツの推進
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（４）安心・安全

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

（実施内容）
　児童、生徒の登下校時の見守り活動を実施するとともに、これらを通じて通学路の
安全点検を実施しました。
　見守り活動を統一の帽子やブルゾンで実施するため購入しました。
（実施時期）
　見守り活動　通年
（参加人数）
　自治会、PTA、老人クラブ等　約100人
（成果）
　統一した帽子やブルゾンを着用することで、児童・生徒のみならず地域住民にも見
守り活動が認知されています。また、活動をアピールすることにも繋がっています。
（評価）
　見守り活動を継続していることで、児童・生徒との間に信頼関係が構築され、保護者
からも多くの感謝の声があり、活動は地域にしっかり根付き、欠かせないものになって
きました。
（今後に向けて）
　現在、見守り活動は老人クラブが多く関わっていますが、徐々に地域住民の参加も
増え、今後は自治会等が主体となって活動となるよう働きかけていきます。

220,500

(実施内容)
　概ね60歳以上の運転免許取得者を対象として、県交通センターにおいて体験的な
安全運転学習を実施しました。
(実施時期)　平成25年11月19日　9：00～11：30
(参加人数)　２４　名
(成果)
　研修生は、主としてモニター画面を通じて現実に起こり得る事故のケースなど、模擬
体験をすることによってより身近に感じ、交通安全に対する意識を高めることができま
した。
(評価)
　事故の模擬体験やシミュレーション体験により、忘れていたことを再認識するなど実
効ある極めて有意義な研修でした。
(今後に向けて)
　交通死亡事故の半数以上が高齢者のかかわる事故であり、ますます交通安全に対
する研修の強化が不可欠となっています。事故を防止するためには、繰り返し呼び掛
けることが大切であることから、今後とも、研修参加者が増えるよう事業をさらに充実強
化し、継続していきます。

児童・生徒登下校時の安全確保

事業概要

（実施内容）　危険箇所への反射鏡の設置等に対して2件の補助をしました。
（実施時期）　平成25年9月　（2件）
（参加人数）　建設振興部会で要望を審査しました。
（成果）　新設1件、補修１件に補助しました。
（評価）　同上
（今後に向けて）　広く住民に広報、周知を行います。

高齢者ドライバー1日ドック

18,640

反射鏡設置事業

48,000
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事業名

事業費

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業概要

地域防災活動

531,898

(実施内容)
　山口市の「平成25年度地域防災活動促進事業」の実施地域に指定され、各自治会
長等を対象に、地域防災力の向上(自主防災組織の育成)を目指し、地域防災の進め
方・考え方をテーマに講演や地図を使った演習(ワークショップ)を嘉川小学校、興進
小学校の2校区に分けて、各々2回シリーズで研修会を開催しました。
　他県の防災活動の実態を学ぶと共に災害の疑似体験をするため「福岡市民防災セ
ンター」を視察しました。
　防災用真砂土置場等の防災設備や土嚢などの防災資機材を整備するとともに、地
域内の70箇所を対象に海抜表示板を作成しました。
　本年度新たに設置された地域防災組織(福岡自治会)に対し、嘉川地域防災資機材
整備補助金制度(25年度新設)を適用し助成を行いました。
(実施時期)
　地域防災研修会　　嘉川小学校区　平成26年1月10日、1月20日
　　　　　　　　　　       興進小学校区　平成26年1月14日、1月22日
　　　　　　　　　　    　(講師)   NPO法人　ぼうぼうネット
　防災調査研修視察　平成25年12月3日
(参加人数)
　講演会、研修会等：　延べ　２８０　人
(成　果)
　研修会、視察等に自治会長、婦人会員など多数の参加があり、地域防災に対する
学習が進みました。又、地域防災組織が1組織設立されました。
(評　価）
　研修等を積み重ねることで地域住民の防災に対する関心、意識が次第に高まり、自
主防災力の向上が期待されます。
(今後に向けて)
  災害時における自助のための備え、知識をまず各人がしっかり身に着け、そのうえ
で自主防災組織によって互いに助け合う共助もできる地域づくりを目指し、嘉川地域
の防災活動を推進します。

土木工事

4,889,000

実施内容）
　地元が行う法定外公共物等の補修工事等に対して、工事費を補助しました。
（実施時期）
　締め切りを設けて要望書を受付し、対象となった工事の実施後に補助金を交付しま
した。
（参加人数）
　建設振興部会を中心に要望を審査し、工事の実施は地元関係者により処理されま
した。
（成果）
　法定外公共物　　　　　道路：4件　2,099千円　　水路：1件　　107千円
　単市土地改良関係　　道路：1件　　999千円　　水路：2件　1,684千円
（評価）　同上
（今後に向けて）
　広く住民に利用していただけるように広報、周知を行います。
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事業概要

205,740

（実施内容）
　「嘉川清掃の日」の清掃イベント実施について、嘉川環境美化推進事業委員会を中
心に数回にわたり委員会を開催し又現在実施している今坂周辺の作業場所につい
ての検討等を行い前回と同一場所で実施することに決定しました。ボランティアに加
え、各自治会からも作業参加を募りました。
　また、環境美化への意識向上のための研修として朝田浄水場を見学しました。
（実施時期）　関係者会議　　第1回7月19日　　第2回9月12日
                 清掃作業　9月29日
　　　　　　　　 浄水場見学　11月7日
（参加人数）　会議参加延40人、清掃作業172人、浄水場見学20人
（成果）
　地域を挙げて清掃活動に取り組み、施設見学をすることにより｢美しいまち嘉川｣に
しようという機運が高まりました。
（評価）
　環境美化という意識作りはもちろんのこと、清掃活動を通して地域住民との交流も深
まり、情報交換の場としても効果があったと思います。
（今後に向けて）
　多くの住民の参加を得るため清掃イベントの実施日のPR方法を検討します。

花いっぱい運動の推進

99,159

事業概要

土木工事(法定外公共物原材料支給上乗せ)

（実施内容）　原材料の上乗せ支給について対象がありませんでした。
（今後に向けて）　広く住民に利用していただけるように広報、周知を行います。

0

道路・河川・海岸の清掃活動、地域環境美化活動の推進

（実施内容）
　自治会、子ども会、老人クラブ、小中学校、おおぞら学級、しゅっぽっぽに花の苗、
肥料、プランタ等を配布し栽培しました。
（実施時期）
　担当者会議　平成25年9月17日
　苗配布　平成25年5月31日、11月15日
（参加人数）　栽培参加者　約150人
（成果）
　地域を挙げて「花いっぱい運動」を進め、環境美化の一助となりました。
　冬花壇による運動には小中学校の参加もありました。
（評価）
　年間を通して花を栽培をする事ができ、「花いっぱい運動」を推進することができま
した。
　環境美化推進の意識が、地域住民に徐々に浸透してきたように思われます。
（今後に向けて）
　冬花壇は夏に比べると管理が容易だと思われるので、夏花壇だけでなく１年を通し
て取り組む地域や団体をもっと増やしていきたいです。
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子どもと高齢者世代間交流による昔話の伝承

（実施内容）
 「嘉川の昔ばなし」を題材に萬福寺で研修会、交流会を開催しました。
（実施時期）　平成25年7月31日
（参加人数）　23人
（成果）
　子ども達から質問も出て、地域や寺の歴史について知識を深めることができました。
（評価）
　ふるさとへの愛着や関心を持ってくれるきっかけづくりになりました。
（今後に向けて）
　今後も子ども達が地域の良さや伝統に関心を持つように交流事業を継続します。

3,000

桜公園の建設推進

150,000

子どもと高齢者の世代間交流事業の推進

（実施内容）
　コミュニティ・スクールとの連携事業として、老人クラブ会員等が小学校低学年児童
と昔話や昔のあそびを通じて交流活動を実施しました。
（実施時期）　平成26年1月22日嘉川小学校
　　　　　　　　　平成26年2月4日　興進小学校
（参加人数）　嘉川小学校児童55人、老人クラブ会員25人
　　　　　　　　　興進小学校児童78人、老人クラブ会員24人
（成果）
　子ども達大喜びで遊びに熱中し、昔の子ども達の遊びに非常に興味を持ってくれま
した。高齢者も子ども達から元気をもらうことができました。
（評価）　ふるさとへの愛着や関心を持ってくれるきっかけづくりになりました。
（今後に向けて）
　今後も昔の遊びや「嘉川の昔話」を題材に子ども達が地域の良さや伝統に関心を持
つように交流事業を継続します。

30,000

(実施内容)
　鎮守の森公園の環境整備として真砂土等を敷設するとともに、伐採等の維持管理を
実施しました。
(実施時期)　　真砂土敷設等の整備　平成26年4月、維持管理　随時
(参加人数) 　地域住民　　20人
(成　果)　　桜苗木の植樹準備が完了しました。
(評　価)
　桜公園の環境整備が徐々に進むと共に協働作業等により地域住民のコミュニティー
の向上にも寄与しました。
(今後に向けて)　桜等花木植栽を進め、花あふれる嘉川の里づくりを進めます。
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12,443,689

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

事業概要

事業概要

古記録・古行事・古写真の収集並びに編集

（実施内容）
　全ての自治会の回覧により古記録や古写真の提供を呼びかけました。
　地域交流センターに教育関連や古墳関連の古写真を展示し､文化祭では古行事記
録のDVDを放映しました。
　協議会だより9月号に古写真を掲載、紹介しました。
　（実施時期）　年間を通じて記録・編集･保存
　情報提供の依頼　　　回覧　平成25年7月
　写真の展示、掲載　　交流センターに展示　10月～ DVD放映　11月3日
　　　　　　　　　　　　　　 協議会だより　9月号
　委員会　　              10月8日、10月24日、10月29日
（参加人数）　　委員会開催　延べ21人
（成果）
　地域交流センターへの展示、文化祭でのDVD放映、協議会だよりへの掲載により、
活動の成果を広く紹介することができました。
（評価）
　文化祭において収集した古写真やＤＶＤ映像を多くの人に見てもらうことができた事
が活動の成果と考えます。
　特に教育関連の古い写真や資料は珍しいと高い関心を集めました。
（今後に向けて）
　資料の充実を図って地域住民に働きかけ、ふるさとの貴重な資料を発掘、保存し公
開します。

20,000

地域産品・交流創出事業

(実施内容)
1 「嘉川でできた米を使って、オリジナルのお酒を造る。」を目指し、地域の大人も子
供も一緒になって酒米の田植えから稲刈りまで行いました。また、新聞、テレビ取材、
チラシ等で地域内外に広報しました。新酒が出来上がり、2月には新酒発表会も開催
しました。
2 山口南部9地域の交流を図り、地域の特性を広めるため開催された「ヤマグチナン
ブ9スタンプラリー」に参加しました。
(実施時期・参加人数)
　スケジュール策定会議　5月11日　25人参加
　田植え　6月16日　67人参加、　　稲刈り　9月16日　72人参加
　新酒発表会　平成26年2月８日　 28人参加
　スタンプラリー　10月1日～12月2日　  329人参加
(成果)
　地域産品としての酒（嘉穂の郷）が昨年に続き本年度も醸造できました。また、大人
も子供も田植えや稲刈りの体験ができ、地域住民の交流の場となりました。
  スタンプラリーでは、地域の歴史、名所などが紹介できました。
(評価)
  4年目を向かえ、　地域産品として創出した酒「嘉穂の郷」も次第に地域に浸透しつ
つあります。また、一連の行事が恒例のイベントとして定着してきました。
　スタンプラリーは遺跡・史跡や特産品等の地域の特性を再認識できました。
(今後にむけて)
　古くから栄えた酒造りの風土とその産品が継続するようイベント等を通じ努めていき
ます。更に、新たな地域産品の掘り起しにも取組みたいと考えています。
　また、山口南部9地域の交流事業も更に進めていきます。
　

282,010
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